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尼崎市立金楽寺小学校

金小っ子 家庭学習のすすめ

本校では、「つながる」「やりぬく」「おもいやる」という子ども像を掲げて、教育活動に取り

組んでいます。学習面におきましても、「確かな学力」を培うことを目指し、①基礎的・基本的

な知識・技能の確実な定着、②知識・技能を活用する力の育成、③課題探求活動を通して、

「自ら学び・考える力」の向上を図るために日々努力をしています。このような力は、家庭と連

携し、家庭学習の習慣化を図ることで、より定着し高められていくものです。

そこで、従来からも家庭学習について保護者の皆様にはご協力をいただいているところです

が、今年度も引き続き、学校全体として「金小っ子 家庭学習のすすめ」を作成いたしました。

～勉強と学習の違い～

よく似た言葉ですが、この２つには違いがあります。

勉強…将来のため、誰かに教わりながら知識や技術を身に付け、学ぶこと

学習…教えられたことだけでなく、それを応用して考え、興味を持って学ぶこと（自主学習）

金楽寺小学校では、この自ら主体的に学ぶ「自主学習」ができる子どもたちを育てていきた

いと考えています。毎日の家庭生活の中でご活用いただき、子ども達への支援をよろしくお願

いいたします。

１ 家庭
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け

しましょう。

○机
つくえ
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うえ

をきれいに整
せい
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で勉強
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２ 学 習
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宿 題
しゅくだい
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学 習
がくしゅう

をふくめて

１・２年生
ねんせい

は３０分
ぷん
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いじょう

３・４年生
ねんせい

は４５分
ふん

以上
いじょう
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じかん
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を目安
めやす
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３ 読書
どくしょ

時間
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の目安
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高学年
こうがくねん

は２０分
ぷん

以上
いじょう

読書量は語彙力や読解力によい影響を与えてくれます。ご家庭全体で取り組むと効果的です。

ぜひ、お子さんと一緒に取り組んでみて下さい。



４ 学力
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わからないところはおうちの人
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に聞
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いて、最後
さいご

までやり通
とお

そう。

どうしてもわからないところは、学校
がっこう

で先生
せんせい

や友だちに聞
き

きましょう。

（わからないままはもったいないです。やりとげて、自分
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ちから

にしよう。）
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きちんと食
た

べましょう。

☆ テレビやゲームは時間
じかん

を決
き

めてしましょう。（長
なが

くても１時間半
じかんはん

までにしよう。）

☆ 学校
がっこう

の用意
ようい

は前日
ぜんじつ

にして忘
わす

れものをなくしましょう。

☆ 家族
かぞく

で会話
かいわ

する時間
じかん

をもちましょう。

～保護者の方へのお願い～

☆連絡帳は、必ずその日のうちに目を通してあげてください。

☆お子様が学習中の時は、テレビを消す、スマホをさわらないなどして、映像や音が学習の
妨げにならないようにしてあげてください。

☆「宿題はできたの？」と声をかけるだけでなく、一生懸命取り組んだ宿題に目を通して、
がんばりを認めてあげてください。
「丁寧に文字が書けたね」 「計算が速くなってきたね」
「口の形を意識してはっきりと読めたね」

など、事実をほめるとやる気が出ます。


